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カンボジアのシェムリアップにあるアンコール・ワットは、ユネスコの世界文化遺産であるアンコー
ル遺跡の１つであり、世界中から多くの参拝者が訪れる著名な観光スポットです。また、国旗にも
描かれているとおり、アンコール・ワットはカンボジア国家にとっても象徴的な寺院です。

アンコール・ワット（カンボジア）

ラオス語で「勝利の門」を意味するこの建物は、過去の戦没者の慰霊のため、パリの凱旋門を模して
1960 年頃に建設され、首都ビエンチャンを代表するランドマークとなっています。門内の天井には
ラオスの典型的なモチーフである神々やゾウなどをかたどったレリーフが見られます。

アヌサーワリー・パトゥーサイ（ラオス）

回廊の壁面にある精緻な彫刻

天井に施されたレリーフ

パリの凱旋門を思わせる入口

寺院内に巡らされた回廊外観
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